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令和8年度事業計画書 

 

事業計画1. 日本マグネシウム協会会員拡充及び会員サービスの充実に関する活動 

実施内容①：会員の増加対策 

・HP、報道、展示会等を活用した協会のPR活動の促進及び広報活動の強化 

実施内容②：会員向け情報配信の充実 

・ホームページ、機関誌、メールマガジン「マグネシウム通信」の内容充実 

・経済産業省、関係機関等による情報等の提供 

・IMA News等の海外情報提供の充実 

・機関誌のデジタル化検討 

実施内容③：会員相互交流の活発化 

・新年会員懇談会、会員情報交流会等の実施 

■第18回通常総会（第91回理事会、令和7年度協会賞授賞式） 

日時 令和8年6月12日(金)／場所 機械振興会館：ホール・会員懇談会：倶楽部 

■令和9年新年会員懇談会 

日時 令和9年1月19日(火)／場所 日比谷松本楼 

 

事業計画2. マグネシウム市場開拓・技術開発に関する活動 

実施内容①：マグネシウムのサプライチェーン構築に関わる活動 

・国内製錬の実現に向けたプロジェクト化の推進［マグネシウム製錬経済性調査委員会 他］ 

実施内容②：輸送機器分野、新規分野等へのマグネシウム合金適用へ向けた活動 

・自動車部品等へのマグネシウム合金ダイカスト適用拡大の検討［自動車マグネシウム適用拡大委員会］ 

・鉄道車両部材等へのマグネシウム合金展伸材適用の検討［展伸材用途委員会］ 

・マグネシウム電池普及のための検討［マグネシウム電池普及委員会］ 

実施内容③：マグネシウム産業界の指針となる産業ビジョン、技術ロードマップの維持及び更新 

・マグネシウム産業界のビジョン等について検討［将来ビジョン検討会］ 

実施内容④：材料・鋳造・成形・切削・接合・表面処理に関する調査研究および基礎データの収集・整備 

・耐食性試験結果の取りまとめと結果の公表［表面処理分科会］ 

・マグネシウム材料中の塩素分析に関する調査の実施［委託：塩素分析方法標準化委員会］ 

・マグネシウム合金の積層造形技術に関する調査の実施［Mg積層造形事業化調査委員会（新設予定）］ 

・接合、切削に関する講演会・講習会の実施［マグネシウム溶接技術普及委員会、切削分科会］ 

 

事業計画3. 安全・環境問題に関する活動 

実施内容①：安全作業の啓蒙への活動 

・安全作業のマニュアル整備、事故例調査、講習会等による安全指導の実施［安全管理委員会］ 

・安全作業に関する優良企業の表彰［表彰委員会］ 

・マグネシウム用消火器の検討［消火器開発委員会］ 

・安全に関する動画資料（DVDの更新版）の作成［企画運営委員会］ 

実施内容②：CO2排出削減、カーボンニュートラルへの対応 

・防燃ガス使用量調査による実態把握とSF6ガス代替強化の検討［環境委員会］ 

・マグネシウム製品の製造工程中におけるCO2排出量の調査・整理［環境委員会］ 

実施内容③：SDGsへの対応 

・マグネシウム業界におけるSDGsへの対応に向けた検討［企画運営委員会、環境委員会］ 

 

事業計画4. 規格・標準化の整備に関する活動 

実施内容①：ISO規格へ対応 

・マグネシウムに関する ISO国内審議委員会を運営。 

・日本提案規格（希土類元素の分析方法等）、その他の各種提案への対応。 

・ISO/TC79及び ISO/TC79/SC5国際会議への出席（10月20-23日、ベルギー・ブリュッセル） 
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実施内容②：JIS規格への対応 

・マグネシウムに関するJIS国内審議委員会を運営 

・マグネシウム合金ダイカスト関連のJIS改正版発行（H2222、H5303） 

・定期見直しJISなどへの対応 

実施内容③：標準試験板の普及 

・標準試験片（AZ91ダイカスト試験片など）の作成・普及 

・日本分析化学会と連携した認証標準物質の普及 

実施内容④：他団体への協力  

・ステンレス協会が運営する腐食関連の ISOを扱う ISO/TC156/WG2・WG6への対応。 

・(一社)日本溶接協会によるJIS Z 3270（ろう付）制定のJIS原案作成委員会への対応。 

・(公財)スガウェザリング技術振興財団によるJIS Z 2371（塩水噴霧試験）改正のJIS原案作成委員会への対応。 

 

事業計画5. 海外との交流に関する活動 

実施内容①：国際マグネシウム協会(IMA)、中国マグネシウム協会(CMA)との交流・共同事業の推進 

・IMA欧州委員会とのオンライン会議による意見交換の実施（11月予定） 

・IMA、CMAからの海外情報入手及び発信 

実施内容②：国際会議への参加・協力 

・第83回 IMA国際会議への参加（5月17-19日、カナダ・モントリオール） 

・第4回日中韓交流会（アジア太平洋マグネシウム産業ハイレベルシンポジウム）への協力 

実施内容③：海外調査の実施 

・世界における実態調査の実施（委託事業などにより調査員の派遣にて実施） 

 

事業計画6. マグネシウムの普及に関する活動 

実施内容①：国内外の各種情報の把握と発信 

・国内需要量の検討、公開［地金原料部会］ 

・製品開発情報、新研究情報等の収集及び整備 

・マグネシウム技術便覧、技術研究報告、講演会テキスト等の各種出版物の頒布 

実施内容②：各種講演会・講習会の開催と内容の充実 

・安全講習会（年度内に 2 回）、接合・溶接に関する講演会（7 月）、表面処理分科会（9 月）、電池関連、鋳造技

術、展伸材に関する講演会の実施。 

実施内容③：各種展示会への出展 

・高機能金属展への出展（5月13-15日・インテックス大阪、9月30日-10月2日・幕張メッセ、 

2027年2月17-19日・ポートメッセなごや） 

・N-Plusへの出展（11月11-13日・東京ビッグサイト） 

・経済産業省子どもデーへの出展（7月29-30日・経済産業省） 

実施内容④：各地域で実施されているマグネシウムに関する研究調査、イベント等への協力 

・先進軽金属材料国際研究機構（ILM）、先端マグネシウム合金研究会、高性能Mg合金創成加工研究会、 

(一社)軽金属学会、他 

 

実施計画7. 表彰奨励 

実施内容①：日本マグネシウム協会賞・優秀安全賞の表彰 

実施内容②：学生向け奨励事業の推進（学生マグネシウムデザインコンテスト、齋藤マグネシウム学生奨学金） 

 

以上 

 



(単位:円)

科目 令和7年度予算 令和7年度決算 増減 令和8年度予算
額

予算対比増減 実績対比増減

Ⅰ事業活動収支の部
　　1.事業活動収入
　　　会　　費　　収　　入 20,670,000 19,000,000 △ 1,670,000 18,840,000 △ 1,830,000 △ 160,000

入 会 金 （ 正 会 員 ） 150,000 20,000 △ 130,000 200,000 50,000 180,000
個 人 会 費 480,000 390,000 △ 90,000 450,000 △ 30,000 60,000
会 費 20,040,000 18,590,000 △ 1,450,000 18,190,000 △ 1,850,000 △ 400,000

　　事　　業　　収　　入 11,400,000 8,535,808 △ 2,864,192 12,700,000 1,300,000 4,164,192
試 験 ・ 調 査 受 託 費 2,700,000 2,242,000 △ 458,000 5,000,000 2,300,000 2,758,000
出 版 収 入 200,000 234,028 34,028 300,000 100,000 65,972
広 告 収 入 5,500,000 5,578,000 78,000 5,600,000 100,000 22,000
講 演 会 収 入 3,000,000 481,780 △ 2,518,220 1,800,000 △ 1,200,000 1,318,220

　　雑　　　　収　　　　入 3,500,200 1,328,143 △ 2,172,057 3,310,000 △ 190,200 1,981,857
雑 収 入 3,500,000 1,313,384 △ 2,186,616 3,300,000 △ 200,000 1,986,616
受 取 利 息 200 14,759 14,559 10,000 9,800 △ 4,759

　　事業活動収入計 35,570,200 28,863,951 △ 6,706,249 34,850,000 △ 720,200 5,986,049
　　2.事業活動支出
　　・事　業　費　支　出 23,720,000 21,698,357 △ 2,021,643 23,350,000 △ 370,000 1,651,643

給 料 手 当 11,500,000 11,604,369 104,369 11,600,000 100,000 △ 4,369
福 利 厚 生 費 1,800,000 1,700,090 △ 99,910 1,700,000 △ 100,000 △ 90
研 究 調 査 費 200,000 406,239 206,239 800,000 600,000 393,761
普 及 宣 伝 費 4,500,000 2,170,170 △ 2,329,830 4,000,000 △ 500,000 1,829,830
デ ザ イ ン コ ン テ ス ト 費 300,000 625,366 325,366 400,000 100,000 △ 225,366
マ グ ネ 協 会 賞 300,000 283,476 △ 16,524 300,000 0 16,524
印 刷 製 本 費 1,000,000 1,323,409 323,409 1,000,000 0 △ 323,409
旅 費 交 通 費 250,000 279,660 29,660 350,000 100,000 70,340
溶 接 実 技 講 習 費 100,000 0 △ 100,000 0 △ 100,000 0
会 議 費 250,000 166,247 △ 83,753 180,000 △ 70,000 13,753
諸 会 費 1,600,000 1,482,547 △ 117,453 1,300,000 △ 300,000 △ 182,547
通 信 運 搬 費 350,000 404,959 54,959 300,000 △ 50,000 △ 104,959
国 際 交 流 費 1,000,000 921,300 △ 78,700 1,000,000 0 78,700
賃 借 費 200,000 256,740 56,740 200,000 0 △ 56,740
消 耗 品 費 10,000 15,754 5,754 10,000 0 △ 5,754
謝 金 300,000 53,411 △ 246,589 200,000 △ 100,000 146,589
雑 費 10,000 4,620 △ 5,380 10,000 0 5,380
支 部 費 50,000 0 △ 50,000 0 △ 50,000 0

　　・管　理　費　支　出 11,690,000 12,563,462 873,462 11,460,000 △ 230,000 △ 1,103,462
給 料 手 当 3,000,000 2,991,138 △ 8,862 3,000,000 0 8,862
福 利 厚 生 費 600,000 516,207 △ 83,793 550,000 △ 50,000 33,793
退 職 給 付 費 費 500,000 700,000 200,000 500,000 0 △ 200,000
印 刷 製 本 費 20,000 38,940 18,940 20,000 0 △ 18,940
旅 費 交 通 費 200,000 293,600 93,600 250,000 50,000 △ 43,600
会 議 費 10,000 489,449 479,449 100,000 90,000 △ 389,449
定 時 総 会 費 80,000 0 △ 80,000 80,000 0 80,000
通 信 運 搬 費 200,000 193,638 △ 6,362 150,000 △ 50,000 △ 43,638
借 室 費 4,700,000 4,157,645 △ 542,355 4,200,000 △ 500,000 42,355
消 耗 品 費 10,000 0 △ 10,000 10,000 0 10,000
事 務 用 品 費 10,000 10,396 396 10,000 0 △ 396
租 税 公 課 500,000 724,500 224,500 500,000 0 △ 224,500
什 器 備 品 費 50,000 0 △ 50,000 200,000 150,000 200,000
事 務 委 託 費 1,710,000 1,808,500 98,500 1,800,000 90,000 △ 8,500
減 価 償 却 費 80,000 585,731 505,731 80,000 0 △ 505,731
雑 費 20,000 53,718 33,718 10,000 △ 10,000 △ 43,718

　　事業活動支出計 35,410,000 34,261,819 △ 1,148,181 34,810,000 △ 600,000 548,181
　　　　評価損益等調整前当期経常増減額 160,200 △ 5,397,868 △ 5,558,068 40,000 △ 120,200 5,437,868
　　　評価損益等 0 0 0
　　　当期経常増減額 160,200 △ 5,397,868 △ 5,558,068 40,000 △ 120,200 5,437,868
2　経常外増減の部 0 0 0
　　(1)経常外収益 0 0 0
　　　　経常外収益計 0 10,861,600 10,861,600 0 0 △ 10,861,600
　　　　投資活動収入計 0 10,861,600 10,861,600 0 0 △ 10,861,600
　　(2)経常外費用 0 0 0
　　　 経常外費用計 0 2,892,912 2,892,912 0 0 △ 2,892,912
　　　 当期経常外増減額 0 7,968,688 7,968,688 0 0 △ 7,968,688
　　　 当期一般正味財産増減額　　 160,200 △ 5,397,868 △ 5,558,068 40,000 △ 120,200 5,437,868
　　　　一般正味財産増減額 4,336,491 4,336,491 0 6,907,311 2,570,820 2,570,820
　　　　一般正味財産期末残高 4,496,691 6,907,311 2,410,620 6,947,311 2,450,620 40,000
Ⅱ指定正味財産増減の部 0 0 0 0 0 0
　　　　当期正味財産増減額 0 0 0 0 0 0
　　　　当期正味財産期首残高 0 0 0 0 0 0
　　　　当期正味財産期末残高 0 0 0 0 0 0
Ⅲ正味財産期末残高 4,496,691 6,907,311 2,410,620 6,947,311 2,450,620 40,000

収支決算、収支予算
令和7年4月1日～令和8年3月31日
令和8年4月1日～令和9年3月31日
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